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Pi2の子午面内Poloidal成分
Poloidal component of Pi2 in the meridian planes
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オーロラ帯の特定の緯度で Pi2の H成分の位相が逆転する事と、また同時に偏波も逆転する事は良く知られているが、
その原因に子午面内 Poloidal成分の関与があることが指摘されている (∗)。ここでは、
（１）磁気圏内の東向き電流（反磁性電流）による Poloidal成分の励起が地上磁場 H成分の反転に現れる事を報告す

る。
（２）オーロラとの同時観測から予測される Poleward expansionの Onset latitudeと反磁性電流の位置関係について報

告する。
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